
青 森 博 物 研 究 昏 骨 報

第七戟(昭和十三年六月)別刷

余 の 研 究 室 で

害 虫 に 襲 ほ れ た 話

和 田 干 戒

■̀

●



(26) 青 森 博 物 研 究 骨 昏 報 第七戟 (June.1938･)

余 の 研 究 室 で

寄 島 に襲 はれ 7こ話
和 田 干 蔵

青森解師範畢校博物教室で腰葉や剥製その他の乾性標本を宰する昆島に

はヒメカツヲブシムシ (幼鳥方言ズメ､ズミ)､-ウホンムシ､イガ (方言

テラョ)､シミ (方言-クムシ､-ゴムシ)､マグラカマドウマ等があるが

一番閉口したのはマグラカマ ドウマ､ヒメカツヲブシムシの両種であった｡

以下これ等の犯行状況を物語 り賂乗の戒めとしておき度い｡

(1) AttagenllSjaponicusREITTER ヒメカツヲブシムシ

この昆轟は鮭長 4粍内外､杢鰹黒褐色の甲轟で､/i月になるとツツジと

か ニンジンの花に集 り,標本宝の窓を開放 してゐると侵入して来て動物質

標本に産卵するo産卵されたらもう最後で余は屡々これに泣かされた｡一

番閉口したのは昭和10年隼モ 1)アヲガ-ルの卵塊 (昭和 4年採取)をよく

乾 してボ-ル箱に容れて置いたのを喰毒された一･件である.この箱にはナ

フタ1)./もホ トヂンも容れずに毎年夏に乾 して保存 して来たのだが､この
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年思はず標本室の窓を時々あけた結果投入されたので､6f--1中旬には別に異

状がなかったが 9月下旬に取出 した虚無惨に喰ひ壷されどうも手の下 し様

がなかった｡別な硝子戸附の棚に容れたものも害を受け.その後12月にな

ってもまだ幼鳥が潜伏 してゐたので火に投じて焼捨てて しまった｡家庭で

は身妖錬､乾鮭､鰻等は随分喰害されるぽか りでなく､毛布､洋服類に至

る迄裏無 しにされることがあるoこの様に標本を喰害するが一方に於で頗

る巧妙な金を兵-た事もある｡それは水鳥の骨骸標本を奇麗に幹-てくれ

たことで､.この業績は人間のとても及ぶ所でなかった｡頃は昭和の初め三

月に捕ったマヒワ10羽位の屍を鳥屋から貰 らって解剖､材料に Lj:うとし

I-先づ昆島飼育箱内に乾いた ミヅゴケを敷いた其の上に置いたが､畢年

末の業務に追はれ遜そのままになったので 5月噴調べた時大草碇化 してゐ

たか ら仕方がない乾固標本に して保存 し様ときめたのだった｡所が 9月に

この箱を使用する要があって開扉 した時思ひがけな くも 9分通 り羽毛が抜

かれ巽の羽軸ぽか り完全に残 り田椎や肋骨もはっきり残されてゐたのでこ

れを検査 して見た所､下になってゐたものはまだ内駿 も幾分残って居る事

が判ったから､これを反輯 して更に少 し喰べて貿ったのである｡この時に

は約30疋位の幼畠が居たのでそのままに放置 し,10月中旬に見た時には全

部殆んど完全に有機物を喰べ毒 し立派なマヒワの骨骸が多数出来たので､

之を掃除 して梗本箱に約めて保存することに した｡この時に初めて寄島に

は滝封的のものはあるものでない事を鰹験 した｡■而 してこの畠は動物質中

鳥の肉を一番好きな様に見受けられる｡昭和10年の冬剥製 したオホ-クテ

ウの標本を紙旬に して大切に保存 して置vlたが,何にかの展めに一部破れ

たのでこの袈口から 7月上旬に30飴の七の成島が侵入し,白羽の表面にゴ

マ粒を置いた様に兄へ早速取壷 したが､どう考-ても標本室の南側に在園

があるために､ここか ら窓をあける度に侵入するとしか考-られない｡以

後は標本室の窓は換気の目的で開 くことを禁 じた｡これと同時に標本棚に

は多量のナフタ1)ンとホ トヂンを置 く事に したが､ホ トヂンの方が蓮に有

敦である｡

(2) Tuicstra二三i三-Llellla.ユ･ilarmOila七色deHANN マグラカマ ドウマ

直廻類､コホロギ和 こ毎する良品でマグラオカマコホロギとも呼ぶ｡鰹

は多少腹面に屈曲 し超は退化 してこれを炊 き,俄角著 しく長 く脚 も見事に

章達 しで巧みに跳び且壁を垂直に撃萱することが上手である｡照射 褐色で

黒斑があって照長は約 3糎内外もあるo性暗所を好み屋内に入り炊事場の
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竃に多いか らこの名がついたのだが､一般家庭でも農場でもさわ ぐ程の寄

を受けて居ない様である｡

余の研究室には昭和 3

年か ら 6年にわたって短

年移 しく聾生 し誠に閉口

させ られたC それといふ

のは新たに蒐めた屋島標

本と富の種紙が喰害 され

た ことである｡ この様な

話をすると何んだか妙に

思はれる気がするが､事

茸あって困った故にその

状況を申上げ御参考とし

度いのである｡ 毎年 8月

になるとセ ミ､トンボの標本を造るが､-先づ捕った ものを金網の寵に容れ

て置いて4･5日後に調べて見たら､20でも30でもどれも皆腹部は破られ内

臓が峯になってゐるのに気がついた｡初めネズミの仕業でないかと考-た

がさうでもない,どうしても犯 人は理想がつかなかった｡それで以後は生

徒の蒐めて来たセ ミは全部一時書棚の中に容れて保存 した｡ 9月の中頃に

取出 して整理 l様として見た ら､亦 もや前記同様腹部が破 られて役に立た

なかった｡貫に痛にさはって戸棚の中にナフタT)-/を容れ騒轟の装置をと

ってしばらく戸棚の中を見詰めてゐたら､何庭から乗たのか-疋のマグラ

カマ ドウマの怪要が現はれた｡それでもまさか彼の仕業ではあるまい主思

ったが､不取敢押-て昆畠飼育箱に収容 しこれに生の トンボとセ ミの乾い

たのを入れて試験することにきめた｡二 日後に調べて見たらセミもトンボ

も全部前記同様に腹部が破 られてあったDここに於で今迄の犯行者は全 く

この蒙の長いカマ ドウマであることが判ったか ら､更に多数のこの点を集

めて試曝 して見たが､益々これ迄の犯行を自白する様に明かにされて来たO

そこで新に蒐めた良品標本には全部ナフタリンを入れ密封 して譲防策を講

じ､その年はそれで打切 りに した.その翌年には十分警戒をしたが一晩机

上にセミをあげておいたら失張やられた｡今度は前年より敵の数が殖-た

様子が見えたから駆除法を考究 した｡ それは普通の蝿取紙を鷹用 したので

致果 10O%であったO即ち蝿取舵の中央部附近に鰻の破片､歴煎餅の破片

やセ ミ､ トンボの胴鰹を置き､これを研究室の隅々や戸棚の附近に 6枚を
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布設 したが,翌朝調べて見ると驚 く勿れ各紙に多いのは8疋､少いので2疋

といふ風に粘着 し,合計29疋の犯行者が脚を鰹べて縛 られ夢中になって長

いひげを廻旋 してゐた｡それから一週間をきにこの方法を繰 り返 したがだ

んだん小形のものばか り集着する様になったから10月の中頃に止めた｡所

が冬になって室内の気過が塙氏10度位の時には時々小形のものが床板を跳

躍するのを見たので,葛生源地の探索に取掛った｡それは床のIf部の水道

栓の木板が腐ってポロポロになってゐたので､そこを授 して見たらやはり

小形のものが津山か くれであったから､集めてストーヴで焼捨てた｡

次に奇妙な害を受けたのは昭和 4年の秋から冬にかけての事である｡そ

れは大正12年から馨の遺憶研究のため毎年飼育 して僅宛の程紙を造ってゐ

たのだが､この年の窓桂 (拒梨13蛾分)を例年通 り北側の壁､高さ 4米の

所につるして置いたのであるo それが 9月には異状なかったが10月になっ

てから 2匡位憩生後の様な色彩になったので不思議に思ひ注意 してゐた10

月中旬になると次第に異常部が多くなったのでこれが被害部を検査 したが

､卯設面に小孔を穿ちて内容を吸取ったので､残 り只 3成分に要をおきこ

れを他の東壁 2米の高所に吊るし､その下方に毎 日師宅の際に白墨の粉を

滞ひ犯行者の足跡を認めんことに注意 したが､足痕はとても認められなか

ったOその間に例の機敏紙を種紙の下方に布設 したがこれにも解れるもの

がなかった｡所が10月下旬(26日)の朝少 し早 く出校 してその種紙を見たら

I,亦もやその附近に-疋のマグラカマ ドウマが壁面に止ってゐたから果て

は怪 しげな物と､浦島網で取 り又飼箱に移 し閉院の種紙を容れて試験をし

てみた0 4日後に検査 したらやは り残 りの 3梶の馨卵は前記同様に客にな

って居たので､ここにはじめて窓卵を害 したものもこの奴だといふことが

判明 した苛である｡今迄の追憶箕験も全 く水泡に蹄 したので残念ながらこ

れ迄の事と語 らめてしまった｡

この様にマグラカマ･ドウマは一般の人々に知られてゐない犯行を､余の

研究室で敢行 したのは彼等の罪ばか りではなく,余の不注意も充分あった

ことを告白するのである｡爾来標本類は凡べて戸棚の中に全部納め且ホド

ヂン錠を十分に入れ､水道栓を修理 し棚類の裳の隠れ場所も清掃 した結果

逐年その数を減じ,昭和12年度は只 6疋を認めて捕獲 したに過ぎなかった｡

要之私の研究室で害を遣 うした寄島はヒメカツヲブシムシとマグラカマ

ドウマで､外のイガ､シミ､-ウホンムシ等はホドヂン錠によって充分駆

除複防が行はれたが,マグラカマウドマは蝿取紙で食物誘殺をして駆除す

ることを知 り得たO ヒメカツヲブシムシは標本室の窓をあけない様にし且
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標本は棚中に置きホドヂンを入れると有欺であるが､時には骨鮪標本を造

って貰って幸 した事 もある｡ そこで過去にさかのぼって考へると時JQ･貴重

な昆島標本を机上に置き忘れ､-燕にして針を残 しただけで全部喰害され

たこともあったのであるが､これはネズミの仕業ではなく宴に似合はぬ犯

罪を違 うするこのマグラカマ ドウマの所感であったことが判明した.どう

も油断の出来ないこの室内寄島､八月下旬から標本はホドヂン錠を入れて

江意 して保存 し蝿取紙を布設 してその進路を防ぎ､断乎と標本室を守らな

ければならぬ｡


